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計画策定の視点（案）

【大田区基本構想 将来像】

地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する
国際都市おおた

地域力の向上

個人の学びを
支える

学びを通じた
人と人のつながりを支える

実現

「地域力」とは、区民一人一人の力を源
として、自治会・町会、事業者、団体・
NPOなど様々な主体が持っている力、そ
れら相互及び区との連携・協働によって
生まれる力を含んだものであり、防犯・
防災、福祉、子育て、教育、産業、環境、
国際交流、まちの魅力づくりなど、多様
な地域の課題を解決し、魅力ある地域を
想像していく力と定義します。
（平成20年10月14日 大田区基本構想）

学びを通じて、誰一人取り残されることなく、生きがいをもち
安心して暮らすことのできる地域をめざす

情報通信技術の高度化及び新型コロナウイルス感染症拡大によ
る変化に対応する

国際理解、多世代交流に資する生涯学習の機会を提供する 持続可能な学びと活動の循環を支援する

学校、民間事業者等多様な主体との連携を推進する
生涯学習に含まれる学校教育における学習については「おおた
教育ビジョン」に委ねる

各施設の役割・機能を整理し、区内全域で気軽に学べる環境を
整備する

事業の成果指標・評価を明確にする


